
早稲田大学英文学会第 65 回研究発表会御案内 

 日時：2025 年 12 月 6 日（土）13 時 00 分より 会場：早稲田大学戸山キャンパス 32 号館 

Ⅰ 受付開始 12:30～ （32 号館 225 教室前）  ※発表者の方は、発表教室に向かう前に受付をお済ませください。 

 

Ⅱ 研究発表 13:00～15:00  ※発表教室ごとに開始時間が異なります。 

第一発表室 英語教育（32号館 225教室） 

（発表 ①13:40～ ②14：20～） 

 

1. Emotion Regulation Among EFL Teachers: A Literature Review 

and Theoretical Perspective 

文学研究科 修士2年 Zhang Hanruo 

 

2. 笑いから学びへ：英語のユーモアが高校生の動機づけ、不安、

そして教育実践に果たす役割 

文学研究科 修士2年 山内玲次郎 

 

第二発表室 イギリス文学（32号館226教室） 

（発表 ①13:00～ ②13：40～ ③14:20～） 

 

1. “The Mark on the Wall” における非人間的なものと戦争 

    文学研究科 博士1年 長南直弥 

 

2. 悲劇の再構成としての『サロメ』——オスカー・ワイルドにおけ

る〈愛〉と〈死〉の転化 

文学研究科 修士1年 ワングゥ ネカ 

 

3. The Self-Appointed Jurors and The Absent Defendant: The Ruin 

of Hero and Desdemona 

文学研究科 博士1年 桂詩雨 

 

第三発表室 アメリカ文学 (32号館227教室） 

（発表 ①13：00～ ②13:40～ ③14:20～） 

 

1.  喜劇 The Ritz にみられるクィアネスの domestication―― 

home と化す bathhouse 

    文学研究科 博士5年 中西亮介 

 

2.  Balance between Chinese American identity and queer identity in 

“New Year” 

文学研究科 修士1年 Diao Xiangxuan 

 

3.  The Mortal’s Path to Divinity: Dehumanization in Second-Person 

Narrative 

文学研究科 博士4年 Zhang Runan 

Ⅲ 総会  15:10～15:40 

英文学会 総会会場：32号館225教室 挨拶：英文学会会長    栩木 伸明 氏  

 司会：英文学会幹事      岡田 俊之輔 氏 

 

 

Ⅳ 講演  16:00～17:40（15:30開場） 会場：32号館128教室 

 講師：和田 忠彦 氏（東京外国語大学名誉教授）  

 演目：「反アメリカ」という逆説−− エーコからカルヴィーノ、パヴェーゼへ 

 司会：都甲 幸治 氏（早稲田大学文学学術院 教授） 

 

Ⅴ 閉会の辞 17:45  英文学会会長  栩木 伸明 氏 

 

Ⅵ 懇親会 18:00～20:00 会場：New School 

 会費  学会員：大学院生：2,000円、学部生：1,000円、発表者・アルバイト：無料 

一般参加： 6,000円  


